
プログラム： 

7 月 18 日（土） 

9:30〜9:35 挨拶  

河野貴美子（早稲田大学）／ 

Edoardo GERLINI（カフォスカリ大学） 

 

9:35〜10:05 基調報告【古典は文化遺産なのか】 

司会 河野貴美子（早稲田大学） 

1. Edoardo GERLINI（カフォスカリ大学） 

「遺産とは何か ─ 古典の再定義を試みて」 

2. 前田雅之（明星大学） 

「古典とは何か ─ 古典的公共圏の成立と展開」 

 

10:05〜10:45 第一セッション【所有性】 

司会 Edward KAMENS（イェール大学） 

1. 佐々木孝浩（慶應義塾大学） 

「書物およびテキストの所有性における奥書の役割」 

2. 海野圭介（国文学研究資料館） 

「テクストを所有するとはどのような行為なのか？ テクスト、パラテクスト、秘儀伝受」 

3. 盛田帝子（大手前大学） 

「平安朝内裏の復興と本居宣長の長歌」 

 

10:45〜10:50 休憩 

 

10:50〜11:30 第二セッション【作者性】 

司会 前田雅之（明星大学） 

1. 渡部泰明（東京大学） 

「和歌の作者性」 

2. 兵藤裕己（学習院大学） 

「物語における「作者」の発生」 

3. 飯倉洋一（大阪大学） 

「近世中期の読物に見える古典解釈─『垣根草』第四話を例に」 

 

11:30〜12:10 第三セッション【真正性】 

司会 阿部龍一（ハーバード大学） 

1. 陣野英則（早稲田大学） 



「『枕草子』におけるテクストの真正性」 

2. 佐藤道生（慶應義塾大学） 

「古筆切から本文の真正性を考える」 

3. 山本嘉孝（国文学研究資料館） 

「『蒙求』と音声」 

 

12:10〜12:20 休憩 

 

12:20〜13:00 総合討論【テクスト遺産とは何か？】 

司会 河野貴美子／Edoardo GERLINI 

1. 総括コメント 稲賀繁美（国際日本文化研究センター） 

2. オープンディスカッション 

挨拶 陣野英則（早稲田大学） 


